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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第92期

第２四半期
連結累計期間

第93期
第２四半期
連結累計期間

第92期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 (百万円) 46,835 46,428 96,456

経常利益 (百万円) 2,016 1,752 4,176

四半期（当期）純利益 (百万円) 1,310 1,323 2,736

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,384 1,349 5,795

純資産額 (百万円) 21,327 24,089 22,893

総資産額 (百万円) 80,859 83,936 84,218

１株当たり四半期(当期）純利益金額 (円) 38.68 39.08 80.77

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 24.89 27.02 25.72

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 1,838 3,040 6,148

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △1,865 △1,968 △2,212

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △2,415 △2,014 △3,991

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
(百万円) 4,271 5,636 6,837

 

 

回次
第92期

第２四半期
連結会計期間

第93期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 21.68 18.71
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高は、消費税等抜きで表示しております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日）における、わが国内経済は、消費増税に伴

う個人消費に弱い動きが見られましたが、設備投資は企業収益の改善を背景に増加傾向を維持し、景気は緩やかな

回復基調で推移しました。海外経済につきましては、欧州は政情不安などを背景に景気回復が足踏み傾向にあり、

新興国においては一部地域に成長鈍化傾向が見られる一方、米国経済は緩やかな回復基調で推移しました。

このような経営環境における当グループの売上高は、464億２千８百万円（前年同期比 0.9% 減）となりまし

た。損益につきましては、営業利益は、20億８千８百万円（前年同期比 1.5% 増）、経常利益は、17億５千２百万

円（前年同期比 13.1% 減）、四半期純利益につきましては、13億２千３百万円（前年同期比 1.0% 増）となりま

した。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

①自動車関連品事業

四輪車・二輪車・汎用エンジン用燃料供給装置類やエンジン関連機能品類の製造販売を中心とする当事業の売上

高は、前年同期に比べて減少しました。四輪車用製品につきましては、タイにおいては政情不安からの景気減速に

より需要低迷が続きました。また、国内では消費増税前駆け込み需要の反動減の影響は新規受注に見られたもの

の、受注残への対応が継続し、四輪車用製品全体では増加しました。二輪車・特機用製品につきましては、北米で

は大型二輪車用・船外機用製品の需要が回復傾向で推移し増加しましたが、小型二輪車用製品は、タイ、ベトナ

ム、中国で需要が低迷したことにより減少し、二輪車・特機用製品全体では減少しました。汎用エンジン用製品に

つきましては減少しました。

その結果、当事業の売上高は、302億７百万円（前年同期比 0.7% 減）となり、営業損益につきましては、昨年

度後半より進めてまいりましたコスト低減活動により、18億５千４百万円（前年同期比 10.1% 増）の営業利益と

なりました。

　

②生活機器関連品事業

ガス機器用制御機器類や水制御機器類などの製品の製造販売を中心とする当事業の売上高は、国内では消費増税

の反動は少なく、前年同期並みとなりました。中国では景気の回復が遅れておりますが、高効率給湯器向け製品な

ど高付加価値製品の需要が増えたことに加え、取引先給湯器メーカーのシェアが伸長したことにより増加しまし

た。

その結果、当事業の売上高は、37億６千２百万円（前年同期比 11.7% 増）となり、営業損益につきましては、

７千５百万円（前年同期比 109.8% 増）の営業利益となりました。

　

③航空機部品輸入販売事業

航空機部品類の売上高は、民間航空機用エンジンの生産調整の影響を受け減少しました。

その結果、当事業の売上高は、94億３千９百万円（前年同期比 2.5% 減）となり、営業損益につきましては、２

億３千３百万円（前年同期比 29.8% 減）の営業利益となりました。
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　　④その他の事業

芝管理機械等の輸入販売、加湿器、介護機器、車輌用暖房器等の製造販売を中心とするその他の事業の売上高

は、前年同期に比べて減少しました。芝管理機械等につきましては、消費増税に伴う駆け込み需要の反動からの回

復が見られず減少し、加湿器につきましては、きのこ栽培場で使われる農業施設用加湿器は、採算性の観点から販

売を取止めたことにより減少しましたが、コンシューマ向けエコ加湿器は増加しました。介護機器につきまして

は、新たに連結範囲に含めた子会社の売上高もあり増加しました。車輌用暖房器につきましては、補用部品の需要

も一巡し減少しました。

その結果、その他の事業の売上高は、30億１千９百万円（前年同期比 10.6% 減）となり、営業損益につきまし

ては、７千４百万円の営業損失（前年同期は４百万円の営業利益）となりました。

　

（2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、839億３千６百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億８

千２百万円減少しました。

流動資産は、389億１千万円となり、前連結会計年度末に比べて19億１千万円減少しました。これは主として、

受取手形及び売掛金が17億３千万円減少したことによるものであります。

固定資産は、450億２千５百万円となり、前連結会計年度末に比べて16億２千８百万円増加しました。これは投

資有価証券の時価上昇を主な要因として、投資その他の資産が９億９千６百万円増加したことによるものでありま

す。

当第２四半期連結会計期間末における負債は、598億４千６百万円となり、前連結会計年度末に比べて14億７千

８百万円減少しました。これは主として、長期借入金が16億１千６百万円減少したことによるものであります。

純資産は240億８千９百万円となり、前連結会計年度末に比べて11億９千５百万円増加しました。これは主とし

て、四半期純利益を13億２千３百万円計上したことによるものであります。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

て12億１百万円減少し、56億３千６百万円（前第２四半期連結累計期間は42億７千１百万円）となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、30億４千万円（前第２四半期連結累計期間は18億３千８百万円の収入）とな

りました。これは主に、税金等調整前四半期純利益21億３千６百万円、減価償却費20億１千６百万円、売上債権

の減少13億１千８百万円による資金増加要因が、たな卸資産の増加11億２千１百万円、仕入債務の減少４億７千

５百万円による資金減少要因を上回ったためであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、19億６千８百万円（前第２四半期連結累計期間は18億６千５百万円の支出）

となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出20億１千万円であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、20億１千４百万円（前第２四半期連結累計期間は24億１千５百万円の支出）

となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出22億２千７百万円であります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、18億３千１百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 110,000,000

計 110,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数
(株)

(平成26年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,049,423 34,049,423
東京証券取引所
（市場第二部）

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株式数は1,000株
であります。

計 34,049,423 34,049,423 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年７月１日～
　平成26年９月30日

－ 34,049,423 － 2,215 － 1,700
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(6) 【大株主の状況】

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

あいおいニッセイ同和損害保険
株式会社
(常任代理人日本マスタートラス
ト信託銀行株式会社)

東京都渋谷区恵比寿１丁目28－１
(東京都港区浜松町２丁目11番３号)

1,906 5.59

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２－１ 1,678 4.92

株式会社横浜銀行
(常任代理人資産管理サービス信
託銀行株式会社)

神奈川県横浜市西区みなとみらい３丁目１－
１
(東京都中央区晴海１丁目８－12  晴海アイ
ランドトリトンスクエアオフィスタワーＺ
棟)

1,678 4.92

風の会持株会 東京都千代田区外神田６丁目13－11 1,537 4.51

ミクニ総業株式会社 東京都港区六本木７丁目８－８ 1,216 3.57

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 1,138 3.34

生田　允紀 東京都港区 1,014 2.98

スズキ株式会社 静岡県浜松市南区高塚町300 1,007 2.95

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号 964 2.83

むつき持株会 東京都千代田区外神田６丁目13－11 716 2.10

計 ― 12,856 37.76
 

(注)  「所有株式数」欄の千株未満の株式は、切り捨てて記載しております。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等) － － －

議決権制限株式（その他) － － －

完全議決権株式（自己株式等) 普通株式 176,000
 

　
－ －

完全議決権株式（その他) 普通株式 33,583,000
 

 

33,583 －

単元未満株式 普通株式 290,423
 

 

－ －

発行済株式総数 34,049,423 － －

総株主の議決権 － 33,583 －
 

（注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。

　また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。
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② 【自己株式等】

  平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ミクニ
東京都千代田区外神田
６丁目13－11

176,000 － 176,000 0.52

計 － 176,000 － 176,000 0.52
 

（注） 当第２四半期末現在の自己株式数は、176,975株であります。　

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,837 5,642

  受取手形及び売掛金 19,100 17,369

  商品及び製品 7,281 8,120

  仕掛品 2,460 2,665

  原材料及び貯蔵品 1,366 1,354

  その他 3,820 3,853

  貸倒引当金 △44 △95

  流動資産合計 40,821 38,910

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 9,813 9,849

   機械装置及び運搬具（純額） 9,187 8,690

   工具、器具及び備品（純額） 2,237 2,175

   土地 11,767 12,189

   建設仮勘定 1,879 2,398

   有形固定資産合計 34,884 35,303

  無形固定資産   

   のれん 1 123

   その他 668 759

   無形固定資産合計 669 882

  投資その他の資産 ＊1  7,842 ＊1  8,838

  固定資産合計 43,396 45,025

 資産合計 84,218 83,936

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 12,082 11,418

  短期借入金 15,834 17,017

  1年内返済予定の長期借入金 4,410 3,792

  未払法人税等 362 165

  賞与引当金 1,237 1,194

  製品保証引当金 1,121 681

  その他 4,375 4,710

  流動負債合計 39,424 38,980

 固定負債   

  長期借入金 11,136 9,520

  退職給付に係る負債 6,139 6,153

  その他 4,624 5,193

  固定負債合計 21,900 20,866

 負債合計 61,324 59,846
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,215 2,215

  資本剰余金 1,700 1,700

  利益剰余金 10,826 11,772

  自己株式 △50 △53

  株主資本合計 14,690 15,634

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,569 2,222

  繰延ヘッジ損益 2 14

  土地再評価差額金 4,910 4,910

  為替換算調整勘定 1,250 576

  退職給付に係る調整累計額 △760 △677

  その他の包括利益累計額合計 6,973 7,045

 少数株主持分 1,228 1,408

 純資産合計 22,893 24,089

負債純資産合計 84,218 83,936
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 46,835 46,428

売上原価 39,959 39,307

売上総利益 6,875 7,121

販売費及び一般管理費 *  4,817 *  5,032

営業利益 2,058 2,088

営業外収益   

 受取利息 13 15

 受取配当金 37 44

 持分法による投資利益 19 16

 為替差益 138 －

 受取賃貸料 62 39

 その他 156 105

 営業外収益合計 427 222

営業外費用   

 支払利息 261 250

 退職給付会計基準変更時差異の処理額 97 97

 為替差損 － 133

 その他 110 77

 営業外費用合計 469 558

経常利益 2,016 1,752

特別利益   

 固定資産売却益 65 3

 投資有価証券売却益 0 416

 その他 3 1

 特別利益合計 69 421

特別損失   

 固定資産除売却損 66 37

 その他 10 0

 特別損失合計 76 38

税金等調整前四半期純利益 2,009 2,136

法人税等 656 771

少数株主損益調整前四半期純利益 1,352 1,364

少数株主利益 41 40

四半期純利益 1,310 1,323
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,352 1,364

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 244 652

 繰延ヘッジ損益 - 11

 為替換算調整勘定 1,775 △762

 退職給付に係る調整額 - 82

 持分法適用会社に対する持分相当額 11 0

 その他の包括利益合計 2,031 △14

四半期包括利益 3,384 1,349

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,096 1,396

 少数株主に係る四半期包括利益 287 △46
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 2,009 2,136

 減価償却費 1,991 2,016

 のれん償却額 15 3

 持分法による投資損益（△は益） △19 △16

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △1 －

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 58

 製品保証引当金の増減額（△は減少） 74 △443

 賞与引当金の増減額（△は減少） △14 △42

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △12 51

 受取利息及び受取配当金 △51 △60

 支払利息 261 250

 為替差損益（△は益） △22 84

 固定資産除売却損益（△は益） 0 34

 売上債権の増減額（△は増加） 704 1,318

 未収入金の増減額（△は増加） △641 58

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,162 △1,121

 前渡金の増減額（△は増加） △30 △128

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,357 △475

 未払金の増減額（△は減少） 506 469

 その他 514 △273

 小計 2,765 3,920

 利息及び配当金の受取額 55 99

 利息の支払額 △263 △251

 法人税等の支払額 △718 △728

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,838 3,040

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 － △1

 定期預金の払戻による収入 － 0

 貸付けによる支出 △13 △44

 貸付金の回収による収入 15 8

 関係会社株式の取得による支出 △50 △287

 関係会社出資金の払込による支出 － △113

 投資有価証券の取得による支出 △3 △3

 投資有価証券の売却による収入 1 435

 有形固定資産の取得による支出 △2,077 △2,010

 有形固定資産の売却による収入 365 110

 無形固定資産の取得による支出 △83 △78

 その他 △19 15

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,865 △1,968
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 1,310 1,582

 短期借入金の返済による支出 △5,117 △771

 長期借入れによる収入 3,788 －

 長期借入金の返済による支出 △1,907 △2,227

 自己株式の取得による支出 △1 △2

 配当金の支払額 △167 △337

 少数株主への配当金の支払額 △78 △29

 その他 △240 △229

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,415 △2,014

現金及び現金同等物に係る換算差額 451 △258

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,991 △1,201

現金及び現金同等物の期首残高 6,262 6,837

現金及び現金同等物の四半期末残高 *  4,271 *  5,636
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【注記事項】

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率の決定方法を平均残存勤務期間を基礎とする方法から

イールドカーブそのものを割引率として用いて計算したものと退職給付債務が等価となる加重平均割引率を使用す

る方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が60百万円増加し、利益剰余金が39百万円減

少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

税金費用については、一部の連結子会社は、税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

投資その他の資産 152百万円 151百万円
 

 
２　偶発債務

関係会社の金融機関からの借入金に対し、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)
 

ピエルブルグ・ミクニ・ポンプ・
テクノロジー株式会社

78百万円  78百万円

ピエルブルグ・ミクニ・ポンプ・
テクノロジー（上海）有限公司

312百万円 280百万円

　（うち外貨額） (18,834千元) (15,813千元)

エバスペヒャー ミクニ クライ

メット コントロール システムズ

株式会社

140百万円 140百万円

計 530百万円 498百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

前第２四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日

　至　平成26年９月30日)

支払運賃 797百万円 770百万円

賞与引当金繰入額 251百万円 234百万円

給料手当・賞与 1,299百万円 1,379百万円

退職給付費用 39百万円 36百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

現金及び預金勘定 4,337百万円 5,642百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △65百万円 △6百万円

現金及び現金同等物 4,271百万円 5,636百万円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）
　

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 169 利益剰余金 5 平成25年３月31日 平成25年６月28日

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）
　

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 338 利益剰余金 10 平成26年３月31日 平成26年６月30日

 

EDINET提出書類

株式会社ミクニ(E02172)

四半期報告書

16/20



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

自動車
関連品

生活機器
関連品

航空機部品
輸入販売

計

売上高         

  外部顧客への売上高 30,410 3,368 9,679 43,459 3,376 46,835 － 46,835

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － － －

計 30,410 3,368 9,679 43,459 3,376 46,835 － 46,835

セグメント利益 1,684 35 333 2,053 4 2,058 － 2,058
 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、芝管理機械等の販売事業、車

輌用暖房器の製造販売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成 26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

自動車
関連品

生活機器
関連品

航空機部品
輸入販売

計

売上高         

  外部顧客への売上高 30,207 3,762 9,439 43,408 3,019 46,428 － 46,428

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － － －

計 30,207 3,762 9,439 43,408 3,019 46,428 － 46,428

セグメント利益
又は損失（△）

1,854 75 233 2,163 △74 2,088 － 2,088
 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、芝管理機械等の販売事業、車

輌用暖房器の製造販売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

 

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 38.68円 39.08円

　 （算定上の基礎）   

　四半期純利益金額（百万円) 1,310 1,323

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,310 1,323

　普通株式の期中平均株式数（千株） 33,886 33,875
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月11日

株式会社ミクニ

取締役会  御中

 

監査法人　日本橋事務所

  

指定社員

業務執行社員
公認会計士　　小　倉　　　　明　  印

  

指定社員

業務執行社員
公認会計士　　千　葉　　茂　寛  　印

 

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミクニ

の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミクニ及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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